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（１５６）新潟県湯沢の土樽鉱山跡
この鉱山は参考文献（１）で既に紹介されている。が、現地の訪問実施年は３０年以上前となる。

最近、この文献を手引きに現地を訪問したので､探査記としてまとめることとした。現地の地質概略、
そして鉱山ズリからの採集鉱物概略は文献に詳細に記述されているので、それに譲る。なを、この本
は現在でも書店で購入することができよう。現地では各種硫化鉱物が容易に採集できよう。
現地への経路は次の通りである。関越道を北上してきて、長い長い関越トンネル（長さ約２０ｋｍ）

を通り抜けた越後側の最初の湯沢ＩＣで降りる。その後は、図１に示しているガーミンによる青色ロ
グに従えば良い。現地付近までＩＣから１０分～１５分。鉱山跡は駐車場から徒歩で１５分～２０分。
山道は最初は傾斜は緩いが、後半は急登となる。登り上がった場所がプラトーとなり、ズリの上部と
なる。昼食には格好の場所となろう。

探査日 ２０１８年４月､５月

図１ 青色曲線でガーミンの経路ログを示している。湯沢ＩＣから青色曲線が描かれ、関越高速
道沿いに南下して行く。信越線の松川トンネル（ループ型トンネルとして有名である）付近に記した
赤丸が土樽鉱山跡。
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図２ 図１の部分拡大図。Ｐは車を駐車した場所。コンクリート敷設の広い「空き地」。冬期の
除雪関係車両の駐車場と思われるが。車が数台ならば、高速道路下を通り抜けた道路脇に駐車もでき
よう。ここから徒歩で１０分から２０分で現地である。途中、赤丸で記したところにトンネル入口が
ある。写真３参照。入口から中を覗き、懐中電灯で照らすと､配電盤などを見ることができる。稼働
中の施設である。多分トンネル保線用と思われる。坑口ではない。右側に見えるズリ斜面は急傾斜で
ある。ズリ斜面に向かって左側に細々ながら急な山道がある。それを登り切ることで､ズリ斜面の上
のプラトー部に達する。茶色ベタがズリ、黄緑丸が坑口跡？ プラトー部には鉱山跡らしく、機器類、
石垣組、コンクリート基台などが残っている。

鉱山跡写真

写真１ 駐車場Ｐから見上げた鉱山
跡。中央の杉林の先端部の「裸地」が
ズリ跡。目前のコンクリート擁壁は高
速道路の防音壁。現時点でも、Ｇｏｏ
ｇｌ Ｅａｒｔｈで、この裸地を視認
できる。数十年前の鉱山跡のズリが現
在でも裸地であるのは、ズリが急峻か、
ズリに鉱物成分が多く、植生が育たな
いためと思われる。
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写真２ ここから林道に入って行く。

写真３ 図２の赤丸の位置。保線用
トンネル入口。坑口跡ではない。鉱山
跡へは向かって右側の当たりから登っ
て行く。

写真４ 鉱山跡のプラトー部からの下
界の眺め。右側上方奥が谷川連峰。

写真５ 図２中の黄緑丸の位置。プラ
トー部の中間当たり、山側にあった潰れ
た坑口跡らしい箇所。
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写真６ プラトー部にあったワイ
ヤーウインチの残骸。

採集鉱物写真

写真７ 採集した金属鉱物がやや
豊富な標本。色々な鉱物が散らばって
いる。
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